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成 果 の 概 要

【序論】

近年、大気汚染や水質汚染が世界的に深刻化しており、環境負荷に配慮し

た新規浄化材料の開発やその作製プロセスの改善が求められている。現在、

多孔性を利用した浄化法が一般的に行われており、磁性を利用した浄化法も

散見される。そこで、浄化性能の更なる高機能化を目指し、磁性流体の利用

と液相法により多孔性と磁性を両立させた新規浄化材料である磁性多孔質複

合材料の 1種の作製法を検討した。

【実験】

トリエトキシシランを原料として、ゾルゲル法により磁性多孔質複合材料

を作製した。トリエトキシシラン由来のゾル溶液を Ar雰囲気中で乾燥し、乾

燥ゲルとした。この乾燥ゲルを 1000 oCで焼成し磁性多孔質複合材料を作製し

た。これら一連の作製プロセスにおいて、ゾル化の際に用いた水に磁性流体

を加えることで磁性の付与、ゾル溶液に造孔剤を加えることで多孔化をそれ

ぞれ行った。作製したセラミックスに対する磁性微粒子の分散性と多孔性を

SEM観察より、セラミックスの構造・磁性微粒子の相を FT-IRや XRD測定よ

り、磁気特性を VSM測定より検討した。

【結果と考察】

SEM 観察より、磁性多孔質複合材料に対し、磁性微粒子の分散や孔の形成

が観察された。このとき、磁性微粒子の分散性の均質性や孔径の均一性の条

件が確認された。FT-IRおよび XRD測定より、磁性多孔質複合材料において、

添加した磁性微粒子は酸化鉄や炭化鉄として独立して存在していた。VSM測

定より、作製された全ての磁性多孔質複合材料に対する磁場磁化曲線にヒ

ステリシスが観察されたことから、強磁性化が確認された。つまり、強磁性

の鉄系化合物の存在が複合材料の強磁性化に寄与していると考えられる。
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